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高齢者入所施設管理者　様
大阪府福祉部高齢介護室長　
高齢者入所施設における薬剤耐性菌等の感染症対策について（注意喚起）
日頃から、大阪府の高齢者福祉行政の推進に御協力いただき、お礼申し上げます。
さて、各高齢者入所施設におかれては、インフルエンザや感染性胃腸炎等の感染症対策に取り組んでいただいているところですが、最近、抗微生物薬が効かない薬剤耐性菌による感染症が世界的に問題となっており、薬剤耐性菌に関する正しい知識をもった上で適切に対応していくことが求められています。
　このような状況を踏まえ、平素から薬剤耐性菌等の感染症に関する知識や理解を深めるとともに、標準予防策や感染経路別予防策等の適切な感染予防・管理を実践していただきますようよろしくお願いします。
　

記

１　施設における感染症対策の徹底
高齢者施設は、感染症に対する抵抗力が弱い高齢者が集団で生活し、感染が広がりやすい状況にあることを踏まえ、標準予防策の実践等の適切な感染予防、管理を徹底してください。
（参考文書）

「高齢者介護施設における感染対策マニュアル（平成２５年３月）」参照
　　http://www.mhlw.go.jp/topics/kaigo/osirase/tp0628-1/
２　薬剤耐性菌に関する正しい知識
　　薬剤耐性菌に関する正しい知識と理解を深めた上で、主治医と十分に相談しサービス提供を行う等の適切な対応を行ってください。
（参考文書）
　・薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン
　　　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000120172.html
　・かしこく治して、明日につなぐ　～抗菌剤を上手に使ってAMR対策～

　　　http://amr.ncgm.go.jp/
　　

大阪府 福祉部 高齢介護室


介護事業者課　施設指導グループ


電話　 06-6941-0351（代表）内線4495


　　　 　 06-6944-7106（直通）


ＦＡＸ 06-6944-6670

















